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今後も、林業事業体をはじめ、県や森林組合などの関係機関と協議を行い、ビジョン
で示した森林づくりを推進します。
今後も、林業事業体をはじめ、県や森林組合などの関係機関と協議を行い、ビジョン
で示した森林づくりを推進します。

【資料１】
概要版



～豊かな自然や恵みを育む、未来につなぐ森林づくり～

☆目指す森林づくりの将来像

☆概要

本ビジョンは、森林の持つ良好な多面的な機能を、将来の子ども達に引き継いでいける
よう、将来を見据えた森林づくりの将来像、基本理念と基本的な取組みの方向性等につい
て定めたものです。

本市の未来の子どもたちにも豊かな森林の恵みが享受されるよう、目指す森林づくりの
将来像は、

として
①持続的に林業経営に適する森林は、公益的機能に十分に配慮しながら

木材生産林づくりを推進していきます。
②地形等で林業経営に適さない森林、防災上、環境上配慮が必要な森林は

針広混交林・広葉樹林化を推進していきます。

☆森林づくりの基本理念
将来像を実現していくための基本的理念を次のように定めます。

【理念１】多面的機能の高い森林づくり
【理念２】持続的林業経営が可能な森林づくり
【理念３】地域みんなで支える森林づくり

①森林区分の明確化と森林価値の最大化
森林区分（ゾーニング）の設定と管理目標の設定
航空レーザ測量等を活用した森林境界の明確化、資源量の把握 等

☆取組みの方向性
将来像や基本理念を踏まえ、取り組みの方向性を定めます。

☆重点的な取組み
♦森林区分（ゾーニング）の設定と管理目標

地形等や植生などの自然的な特性や路網整備の状況などの経済的な特性を踏まえ、森林区分
（ゾーニング）を設定。

現況 人工林 天然生林

森林区分 林業経営林
針広混交林・

広葉樹林化誘導林
管理天然生林 保全天然生林

形態

効率的な作業システムを導入
すれば、持続可能な林業経営
が可能な場所

持続的な林業経営が困難
な場所や急傾斜地、沢沿
い、もろい地質など防災上
重要な場所、または、里山

里山や休養保養
林、特用林産物の
生育林などの場所

自然環境や生
態系の保全、防
災上保護するこ
とが適当な場所

木材生産

適地

不適地 適地 不適地斜度15度
未満

斜度35度
未満

施業
一般施業
（約40～80年)

長伐施業
（約80～150年）

利用施業
（約10～20年）

保全

木材生産 極めて高い 中位 低い 高い 極めて低い

♦林業経営林の施業の方針

当面、生産性の低い森林では長伐期施業を進め、保育や搬出コストの削減などの生産コストの向
上などの状況を見据えながら、適切な施業方法に適宜対応。

♦針広混交林・広葉樹林化誘導林の導入

天然力を活用して自然植生の成長を促進し複層林化へと誘導。

♦林業用路網の整備の方針
林道用路網の整備の目安を次のとおり設定。

区分
作業
システム

基幹路網 細部路網
路網密度

林道 林業専用道 小計 森林作業道

緩傾斜地
（０～１５°）

車両系 １５～２０ ２０～３０ ３５～５０ ６５～２００ １００～２５０

中傾斜地
（１５～３０°）

車両系
１５～２０ １０～２０ ２５～４０

５０～１６０ ７５～２００

架線系 ０～３５ ２５～７５

急傾斜地
（３０～３５°）

車両系
１５～２０ ０～５ １５～２５

４５～１２５ ６０～１５０

架線系 ０～２５ １５～５０

急峻地
（３５°～）

架線系 ５～１５ ― ５～１５ ― ５～１５

♦林業の担い手の育成及び確保
林業経営体の経営基盤の強化支援と併せ、研修支援等を通して多様な林業担い手の育成を支援。

♦森林資源の利用の拡大
千代川流域の自治体及び木材・林業関係事業者等と連携して、地域の木材資源の利用拡大を推進。

♦鳥獣害被害防止の取り組み
森林区分や生息状況に応じた侵入防止柵の設置や、効果的な捕獲方法と捕獲体制の構築を図る。

♦新たな森林管理システムの推進
林業経営に適し面的まとまりがあり、長期間施業されていない人工林など優先度の高い森林か

ら、順次取組みを進め、新たな森林管理システムの推進を図る。

（単位：m/ha）

④林業経営体や人材の育成
林業アカデミー研修などの林業経営や技術習得等の支援 等

②木材生産・流通の低コスト化
スマート林業の普及・推進 等

③土砂災害防止や洪水の緩和など防災機能の強化
急傾斜地等の保護対策の実施（針広混交林・広葉樹林化誘導林の導入） 等


